
公共交通に対する利用促進事業について（岐阜圏域）

市町村名 事業名 内容

公共交通フェスタ 公共交通等に関する車両の展示、各種体験会等を実施。

コミュニティバス全地区共通1日乗
車券

岐阜市コミュニティバス全運行地区で利用できる共通1日乗車券を販売。
販売日：R4.8～（通年販売）
販売価格：大人200円、高校生以下100円

高齢者おでかけバスカード 70歳以上を対象に岐阜バス及び岐阜市コミュニティバスを2割引で利用できるICカードを交付。

モビリティ・マネジメントの実施
（小学生）

交通手段の選択肢を広げ過度に自動車に依存する状態から公共交通や徒歩、自転車などを含めた多
様な交通手段を適度に利用する方向へと自発的に転換していくことを促す取り組みを進めるとともに、
小学生を対象に自動運転バスを活用したモビリティ・マネジメントを実施し、未来を担う子どもたちに交
通の先進技術に触れる機会を創出する。

モビリティ・マネジメントの実施
（高校生以上を対象）

高校生以上を対象に岐阜市の公共交通の現状と今後についての説明と、バス事業者および現役バス
運転手による授業を実施。

バスまちばの整備
バス停の近くにあるお店の中のスペースにて、雨や風の影響を受けることなく、快適にバス待ちができ
る取り組み

バス停情報のオープンデータ化 整備した情報を迅速に世界中の経路検索サービス等に反映することができ、利用促進につながる。

市内イベント等での公共交通のＰ
Ｒ

市内のイベントでコミバス車両展示・乗車体験・記念撮影会、デマンド型交通「mobi」のPR・利用者登録
会を実施。
また、市内各戸配布される無料タウン情報誌に「mobi」に関する情報と運転手募集を掲載。

中学生を対象としたコミュニティバ
スの説明会

市南部の中学校の進路説明会でコミュニティバスを利用した通学方法を説明。定期補助金やバスロ
ケーションシステムのPRも実施。

高校生バス通学定期券購入補助
市内在住の高等学校等に通学する生徒の保護者に対し、市コミュニティバス通学定期券購入額の3分
の1を補助

コミュニティバスと名阪近鉄バスと
の乗り継ぎ連携

コミュニティバスから地域間幹線系統である名阪近鉄バス羽島線に乗り継ぐ場合、コミュニティバス車内
の乗継券と100円の金券として名阪近鉄バスの運賃として利用。

バス車内にデジタルサイネージを
設置し、行政情報・有料広告等を
放映

紙媒体からデジタルに転換したことによる環境負荷低減や地元企業の広告掲載による収入増につな
がった。コミュニティバスの情報以外にも選挙、マイナンバー等の行政情報を放映し利用者に提供。

デマンド型交通「ｍｏｂｉ」の実証実
験開始

先進技術を有する民間事業者と地域の運行事業者が、共同で新たな公共交通(デマンド型交通
「mobi」)を提案・実践。1～3年の実証実験を経て本格運行を目指す。実験データを公共交通の検討に
活用する。

チョイソコかわしま おでかけキャン
ペーン

スポンサーとタイアップし、会員へ無料乗車券2乗車分と、おでかけスタンプカード（スタンプが10個た
まったら、スタンプカードを1回の無料乗車券として利用）を配付。

各務原高校での公共交通利用PR
高校の合格発表に合わせて通学利用できる公共交通のパンフレットを配布。高校のウェブサイトへの
掲載、チラシ配布による、在校生への新路線とダイヤ改正の周知。

各務原公共交通マップの作成
高齢者等、紙媒体を必要とする利用者層に向けて、ふれあいバスマップを作成し、公共施設やバス車
内で配付。ふれあいバスのほか、鉄道や路線バス、タクシーの情報も提供。

新規路線等PR
公共交通ガイドブックを発行（R6.4、R6.10）。また、新規路線のみの時刻表を作成し、公共施設等で配
布。

運賃無料 後期高齢者、障がい者、小学生を対象に、各種証明書提示で運賃無料。

無料乗車企画

4月1日～30日：高校生
5月1日～6日、8月13日～15日：だれでも
9月9日～10月8日：後期高齢者
上記の内容で利用促進を図るため、運賃を無料で利用できるようにした。

回数券の導入 11枚つづり1,000円の回数券を発行。（1回乗車分無料）

シルバーカード
運転免許不保持者に対して割引制度を設置。
条件：瑞穂市在住、75歳以上、運転免許不保持者
※運転免許返納者（運転経歴証明書保持者）への割引はすでに実施している。

本巣市 樽見鉄道企画列車等支援事業
樽見鉄道1日フリー乗車券に市内の商工会に加入している商店で利用できる商品券（2000円
分）を配布する事業に補助を実施。商品券発行は13,000セット。

各務原市

山県市

瑞穂市

岐阜市

羽島市

別表４
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コミュニティバス運賃改正 小学生の運賃を無料化。

コミュニティバスICカード乗車券の利用
拡大

R6.3コミュニティバスに全国交通系ICカードを導入。

運賃無料デー
コミュニティバスの運行開始１周年に合わせ、R6.9.2からR6.9.7までの間、コミュニティバスに
無料で乗車できるキャンペーンを実施した。

町のイベントに合わせた臨時運行
町のイベント（岐南フェスタ２０２４、介護の日フェア）開催日に臨時運行を実施した。
また、当日の運賃を無料とした。

小学生コミュニティバス乗り方教室
公共交通の大切さを知ってもらえるよう、校庭内にバスを配備した体験乗車、バスクイズ、車
いす乗降の実演等を町内小学校１校で実施（R6.11.19）。

コミバスこども美術館

コミュニティバスの車内広告スペースに、町内の保育施設の児童が制作した作品を展示し
た。
また、制作に関わった児童とその同居家族が作品を観賞できるよう、期間を限定して「コミバ
スこども美術館招待券（無料乗車券）」を配布した。

デマンドタクシー（チョイソコカラタン）運
行事業

令和6年3月1日より、正式に公共交通として運行開始。更なる利便性向上のため10月1日よ
り各務原市が運行する「チョイソコかわしま」と広域連携を行い、相互に乗換が出来るように
なる。

使用料免除制度の拡充
免除対象者を手帳保持者だけでなく、岐阜県の指定難病登録者証提示の方も免除の対象に
含めた

巡回町民バス無料乗車デー
令和6年10月27日（※）を1日無料乗車デーとし、普段バスを利用しない方にもバスに興味を
持ってもらい、実際に乗車してもらうことでバスの利用方法等を知ってもらう機会とした。
（※）当町が実施する最大イベント日

北方町 アユカ助成

以下の方へアユカ助成
１．７０歳以上の高齢者と各種障がい者手帳を持っている方
２．町内在住、在勤、在学の方
（※１と２は申請時期が違います）

笠松町

岐南町
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公共交通に対する利用促進事業について（西濃圏域）

市町村名 事業名 内容

大垣市のりものフェア
令和2年10月に作成した「大垣市地域公共交通網形成計画」に基づき、公共交通のPR及びグッズ販売
等を実施。

親子バス利用支援事業
小学校6年生以下のお子さんを同伴（妊娠中を含む）し、路線バスで市内を移動した場合に、親子など
の運賃が無料になる。

多胎家庭おでかけアシストタクシー事
業

多胎児を養育する保護者を対象に、1家庭当たり最大2万4千円分のタクシーチケットを交付する。
※子どもの1歳の誕生日まで使用可能。
※令和2年度から実施

高齢者バス通院助成事業
自動車を運転することができない70歳以上の人が、市内の医療機関に通院する際に、路線バスを利用
した場合、利用額の半額を補助する。

1日フリーきっぷの販売
1乗車500円で利用できる1日乗車券を設定し、モバイルチケットとして発売
※令和4年度より設定
※事業者路線、自主運行バスで設定

海津市高校生等通学費助成事業
市内に居住し、高等学校等にバス又は鉄道を利用して通学する生徒の通学定期券の購入費用の一部
を補助（年間10,000円を上限とする）

かいづっち養老鉄道応援パスポート
小中学生など義務教育課程にある児童・生徒に対し、養老鉄道の市内区間が年間乗り降り自由となる
かいづっち養老鉄道応援パスポートを5,000円で発売している。

海津市かいづっこコミュニティバスパス
ポート事業

市内在住の小中学生に対し、夏休み期間中利用できる「かいづっこコミュバス　パスポート」（市コミュニ
ティバスの運賃を無料）を交付
※発行対象者の付添いの大人2名まで無料

養老町オンデマンドバス乗車料金半
額

乗車時に障害者手帳を提示すると乗車料金が半額、小学生以下も半額
１回　２００円→１００円
パスポート１ヶ月３,０００円→１,５００円

公共交通利用支援事業
子育て世代（未就学児のいる保護者等）に対し養老鉄道マイレールチケット２１（２１０円区間）を交付
子育て世代　未就学児２名まで１冊　３名以上２冊

デマンドタクシー事業
公共交通の利便性の向上を目的に、町の指定したタクシー事業者のタクシーを町内（タクシー運賃上
限額3,000円）の利用に限り１回５００円で利用できる事業（町内在住かつ６５歳以上または障害者手帳
所有また運転免許証を自主返納した方）

垂井町 ふるさと納税とのコラボ企画 バス停から歩いて行ける「ふるさと納税事業者」や「垂井の魅力的な場所」をホームページにて紹介

関ケ原町 デマンドタクシー事業
日中に移動手段を持たない人の外出を支援するため、町の指定したタクシー事業者のタク
シーを町内（タクシー運賃上限額3,000円）の利用に限り１回５００円で利用できる事業。

移住定住者のための養老鉄道定期券
購入助成事業

養老鉄道の駅周辺（駅から概ね1㎞の範囲）で住宅を購入し、定住促進奨励金の交付決定を受けた方
と同一世帯の方（１世帯２人まで）に対し、移住定住時に６か月定期が実質無料で購入できるように助
成を行う。

高校生通学定期券購入助成金事業
高校生世代（１８歳を迎えた年の年度末まで）の保護者に対し、通学で利用する公共交通機関の定期
券購入費用の一部助成を行う。

輪之内町デマンドバスのネット予約 輪之内町デマンドバスのネット予約

高校生通学定期券補助 高校生のバス通学定期券購入に要する費用の１/3を補助

高齢者専用回数券の発行 65歳以上の方に輪之内町デマンドバス回数券11枚綴り1,000円を半額補助

養老鉄道・樽見鉄道利用促進事業
養老鉄道又は樽見鉄道で通学する高校生の定期券代の一部を補助するもの
補助率　1/3

合併20周年記念事業
鉄道無料乗車証配布事業

合併20周年記念事業として、鉄道の利用促進につなげるため、町内の各世帯に2枚 養老鉄道(大垣駅
⇔揖斐駅)及び樽見鉄道(大垣駅⇔高科駅)の区間内無料で乗車できる乗車証を配布した。

・町バスの定期券割引 学生・障がい者・運転免許証自主返納者は定期券半額

・町バスの運賃割引 小学生・障がい者・運転免許証自主返納者は運賃半額

輪之内町

大垣市

神戸町

海津市

揖斐川町

養老町
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アユカ助成
（新規・積み増し）

アユカの新規発行、積み増し料金に対して2,000円を上限として助成する。（1年度あたり1世帯1回限り）

高速バス回数乗車券購入助成 高速バスの回数乗車券の料金に対して2,000円を助成する。（1年度あたり1世帯1回限り）

公共交通マップ
町内の公共交通利用促進を図るため、公共交通マップを更新。
(令和7年3月下旬にHPに掲載)

学生通学定期券等購入補助金

高速バス「にしみのライナー」を使って通学する学生を対象に通学定期券および回数券の購入料金の
一部を助成する。
通学定期券：1ヵ月あたり5千円。
回数券：補助対象経費に1/3し得た額(100円未満切り捨て)。1ヵ月あたり上限は5千円。
ただし、1ヶ月あたりにつき申請は定期券か回数券のどちらか一方のみ。

通学バス・鉄道定期券購入補助
高校生が通学に利用するバス及び鉄道の定期購入料金の一部を補助する。補助対象経費に1/3し得
た額（100円未満切り捨て）

養老線
利用促進事業

運転免許自主返納者、母子健康手帳所持者、65歳以上の方を対象に回数券の助成を行う。

タクシー利用助成事業
高齢者や障がい者の移動手段の選択拡大のため、タクシー運賃の助成を行うと共に、コミュニティバ
ス・養老鉄道の運行を組み合わせて池田町の公共交通網の再編を行う。

大野町

池田町
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公共交通に対する利用促進事業について（東濃圏域）

市町村名 事業名 内容

高齢者公共交通機関利用促進助成事
業（バスチケット65）

10月から65歳以上の市民を対象に、市内を運行するバスで使用できるチケット（100円券×30枚：半年
分）を配付。チケットは平日1枚（100円分）、土日祝日2枚（200円分）使用可能。
令和７年度からはチケット6,000円分（100円券×60枚：１年分）を支給。

バスまつり
毎年11月に、市内のスーパーマーケット駐車場にて利用促進のためのイベントを開催。路線バス又は
ききょうバスの展示、公共交通機関を学ぶクイズを実施。

たじみ子どもフェスタ出展
毎年３月に、バロー文化ホールにて子ども向けのイベントを開催。そこに公共交通をＰＲするためブース
を出展。ききょうバス（うながっぱバス）の展示。

たじみの公共交通（公共交通パンフ
レット）の発行

多治見市内の公共交通機関の紹介やバスの乗り方、目的地別バス案内などを掲載し市民へ周知

高等学校等バス通学費補助事業 路線バス、明知鉄道を利用する高校生の通学定期券の購入費に対する補助

公共交通オープンデータの整備と利活
用

市内の全路線バスとコミュニティバスのオープンデータを整備し、路線検索、バス待合所へのデジタル
サイネージなどに活用

無料キャンペーンの実施とお出かけレ
パートリーの作成

落合地区、福岡地区において、無料キャンペーンを実施（R6.10）、合わせて、おでかけレパートリー を
作成し配布。

大集合！はたらくのりもの広場
子ども連れの親子をメインターゲットに、バス、タクシーの運転席の乗車体験、写真撮影ができるイベン
トを実施。公共交通 を PR するグッズの配布、事業者による求人募集も行った。

経路検索サービスの提供・公共交通
オープンデータの整備と利活用

コミュニティバスの運行ダイヤ情報を経路検索サービス「ナビタイム」に提供し、スマートフォンやPC等で
検索可能とした。また、GTFSデータ整備を行い、GoogleMapへコミュニティバスの情報を公開し、他の公
共交通機関と組み合わせた経路検索を可能とした。

ミライロIDの適用
コミュニティバス及びデマンド交通を対象に利用者がミライロIDのアプリの提示をすることで、障害者手
帳の提示と同様に障がい者割引の適用が可能とした

時刻表の全戸配布 コミュニティバス及びデマンド交通の時刻表を作成し、4月の広報誌と一緒に全戸配布を行っている。

デマンド交通の出張乗り方教室の開
催

R6年度はデマンド交通の出張乗り方教室を計画した。参加者には無料券を配布した。

公共交通マップ、時刻表の作成 公共交通マップ、時刻表、えな通ナビ（公共交通総合案内冊子）の作成配布

市内バス・鉄道路線オープンデータの
整備

google等による鉄道・バス路線検索の整備（GTFS）

明知鉄道（3駅）デジタルサイネージで
の運行情報の提供

オープンデータを活用し、明知鉄道（3駅）に設置されているデジタルサイネージ（恵那市・中津川市）に
て、運行情報を提供

乗り方教室
小学校において、自主運行バスを利用した授業の開催
サロンにおいて、バスの乗り方教室を開催

公共交通シンポジウムの開催 公共交通に対する意識を醸成するためシンポジウムを開催

交通コンシェルジュの設置 人とWEBによる公共交通の総合案内窓口「交通コンシェルジュ」を設置

ワンコインパスポートの発行

①運転免許証自主返納者用・・・運転免許証を自主返納支援された方に対し、バスが1乗車100円となる
ワンコインパスポート（2,000円）を１回限り無料で発行、回数券を年齢に応じて進呈（75歳以上：2,000円
74歳以下：6,000円）
②７５歳以上市内在住者用・・・バスが1乗車100円となるワンコインパスポート（2,000円）を発売

移動可視化事業 明知鉄道及びバス車両全車両にカメラを設置し、映像を数値に変換した乗降データを取得

バス１日フリー乗車事業
①明知鉄道１日フリー切符で当日限り市内運行バスの運賃無料
②市内バス１日フリー乗車券（５００円）の発行

バス運賃低廉化 市内を運行する路線バス運賃を1乗車200円とした。また、定期券を1ヶ月5,000円とした。

中津川市

多治見市

恵那市

瑞浪市
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市民バスと東鉄バスの乗り継ぎ割引 市民バス100円分+東鉄バス200円分の乗り継ぎ券を200円で販売。

バス案内マップ及び時刻表入れの設
置

土岐市駅構内にバス案内マップ及び時刻表入れを設置

公共交通利用相談会の開催
公共交通利用者向けに相談日を設け、最寄駅や目的地、利用時間などをお伺いして、マイ時刻表を作
成。

市内高校バス通学MAPの配布
市内の高等学校３校（土岐商業高校、土岐紅陵高校、東濃フロンティア高校）で実施される中学３年生
を対象とした学校見学会で、「バス通学マップ」を配布。

土岐市
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公共交通に対する利用促進事業について（中濃圏域）

市町村名 事業名 内容

関シティバスの長良川鉄道乗継に関
する高校生通学助成事業

平成30年度から長良川鉄道の定期券と関シティバスを利用して通学する市内在住の高校生を対象に、
関シティバスの運賃が無料になる乗継証明書を交付している。

関市高速名古屋線通学定期乗車券補
助金交付事業

平成29年度から高速名古屋線で通学する市内在住の大学生（※短期大学、18歳以上の高等専門学校
及び専修学校の学生を含む）を対象に、通学定期1ヶ月あたり5,000円を補助している。

出前講座（高齢者向けスマホ教室）の
実施

高齢者向けの出前講座において、公共交通の事業紹介やスマートフォンを活用した公共交通の利用方
法を紹介している。

小学生社会見学受入の実施
市内小学校で希望のあった学校を対象に、社会見学の一環として、長良川鉄道の体験乗車と施設見学
の受け入れを行った。

美濃市高速名古屋線通学定期乗車券
補助

美濃市内から名古屋市内の教育機関に通学する際の高速バス定期乗車券購入費の一部を補助する。
（１月あたり５，０００円）

デマンドタクシー「のり愛くん」の料金
割引

６５歳以上の方、学生、障がい者の利用料を通常の３００円から１００円に割引く。

1日乗車券の導入 全路線１日乗り放題の乗車券の販売を開始。（300円）

あい愛バスに親しむ日

令和6年度に計17日間無料乗車日を設定した。
・衆議院議員総選挙期間(10月21日～27日の7日間)
・みのかも市民まつりの開催日(11月9日、10日の2日間)
・岐阜県知事選挙期間（1月19日～26日の8日間）

イベント出展
・みのかも市民まつりにて、あい愛バスのブースを設け、子ども向けのぬり絵コーナーを開設し、子ども
たちにあい愛バスのぬり絵を作成してもらった。また、大人にはアンケートに協力してもらい、それぞれ
参加者に記念品を配布した。会場にはあい愛バスの車両を展示し、PRを行った。

まちづくり出前講座の実施
高齢者サロンや、市内小学生などに対して、あい愛バスの出前講座を実施し、利用促進やPRを行っ
た。

地域懇談会の実施
美濃加茂市の公共交通に関する課題や今後について話し合い、意見を交流する「地域懇談会」を実施
した。

おすすめルートの案内
立命館大学生からのインターンシップの受け入れ。
バスに乗車し、おすすめのルートを作成。

高校生連携事業 加茂高校連携事業「地域課題研究テーマ決めサポート」へ参加し、あい愛バスについて説明を行った。

さつきバス無料デー

令和6年度に市内のイベントや、お盆休み・小中学生の春休み期間に合わせて、計11日間無料デーを
実施した。
・お盆休み期間（8月9日～17日の7日間）
・産業フェア（10月26日～27日の2日間）
・小中学生の春休み、子守神社例大祭（3月28日～29日の2日間）

YAOバス無料デー

令和6年度に関係市町（八百津町・可児市・御嵩町）のイベントに合わせて、計5日間無料デーを実施し
た。
・八百津町：産業文化祭（11月9日～10日の2日間）、ストリートフェスティバル（3月2日）
・可児市：六斎市＆ウォーキングスタンプラリー（10月5～6日の2日間）
・御嵩町：よってりゃあみたけ（10月19日）

生涯学習や高齢者サロンへの出前講
座

地域で行われる生涯学習や高齢者サロンに出向き、コミュニティバスのPRを行った。

環境フェスタへの出展 運行事業者によるブース出展やさつきバスの展示、EVバスの体験乗車会などを実施。

さつきバスPR物品の配布

下記を目的に、さつきバスのＰＲグッズとしてコミュニティバス型BOXティッシュカバーを作成し、乗り方講
座の参加者等に配布。
①小学生が自分で組み立てられるペーパークラフトを通じて、バスに愛着を感じてもらう。
②さつきバスの情報を日常的に使用するBOXティッシュカバーに載せることで、各家庭へ利用促進に係
る周知を図る。

高校新入学生を対象とした公共交通
無料試乗体験

高校生への公共交通の利用を促進するため、新入学生を対象に長良川鉄道及び路線バスの無料試
乗券（4日間分）を配布し、通学時の体験乗車を実施。

市内高等学校通学費補助支援 市内の高等学校へ通学する生徒に対し、公共交通機関による定期券の購入費補助を実施。

各地域におけるイベント等での公共交
通の周知活動の実施

ふるさとまつりにおいて乗車体験（美並地域、和良地域）イベントを開催し、利用促進PRを実施。

郡上市

美濃市

美濃加茂市

関市

可児市
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御嵩町 コミュニティバス無料乗車キャンペーン
岐阜県知事選挙の期日前投票所への移動手段の確保や公共交通利用促進のため、期日前投票期間
において御嵩町が運行している「ふれあいバス」「ふれあい予約バス」が無料で乗車できるキャンペーン
を実施した。

中学卒業生の保護者を対象とした高
校通学のための公共交通説明会

次年度から高校生になる方が親の送り迎えなしでも高校に通えるようよう、保護者を対象に利用方法な
どの説明会を行った。

イオンモールおでかけツアー（中学生）
普段公共交通を利用することが少ない中学生にも楽しんで公共交通の利用方法を知ってもらえるよう、
自宅から公共交通のみを利用してイオンモール各務原まで行くツアーを企画した。

高校生通学支援事業
（ＪＲ定期券補助）

ＪＲ通学定期購入費の内、年間４万円まで助成する。

広報誌に公共交通コラムを掲載
公共交通に関する情報や利用方法などを知ってもらえるよう、３ヶ月に１回広報誌に公共交通コラムを
掲載。

YAOバス無料デー

令和6年度に関係市町（八百津町・可児市・御嵩町）のイベントに合わせて、計5日間無料デーを実施し
た。
・八百津町：産業文化祭（11月9日～10日の2日間）、ストリートフェスティバル（3月2日）
・可児市：六斎市＆ウォーキングスタンプラリー（10月5～6日の2日間）
・御嵩町：よってりゃあみたけ（10月19日）

バス停製作イベントの実施
地元大工と協力し、産業文化祭会場の中心で木のバス停を製作した。参加希望者はカンナ掛けを体験
した。

八百津町

白川町
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公共交通に対する利用促進事業について（飛騨圏域）

市町村名 事業名 内容

公共交通利用促進イベントの開催
平成２４年度より、子どもやファミリーを主な対象とした公共交通利用促進イベントを毎年開催。　令和６
年度は、バスをはじめとした公共交通車両や警察・消防車両などの「のりもの」を間近で体験・体感する
とともに、公共交通の役割や必要性を楽しく理解できる「のりものフェスタ」を開催。

若年者バス運賃無料化事業
小学生以上高校生以下を対象とした無料利用券「ヤングパスポート」を配布して、コミュニティバスやデ
マンドタクシーの運賃を無料化している。

1日フリー乗車券の販売
市内の木材を活用した木製の「1日フリー木っぷ」を販売（デジタルチケットも購入可能）。自主運行バス
及びたかね号、さるぼぼバス（濃飛バス）で利用できる。

高校生通学費補助制度 公共交通機関で通学する高校生に対して、通学定期券購入額の3分の1を補助

高山市民乗車パスの発行
高山市民を対象に、民間路線バスが地域内は100円、地域を跨ぐ場合でも最大1,050円で乗車できるパ
スポートを発行している。

住民懇談会等における公共交通セミ
ナーの実施

公共交通の必要性や在り方や地域に与える影響を参加者へ説明

バスモニターツアーの実施 バス路線の改正に合わせ、バスの乗り方教室を兼ねたモニターツアーを実施

観光施設と連携した利用促進 バス車内に観光施設で使える割引チケットを設置

通院支援タクシー助成券の実施
70歳以上の高齢者や障がい者等の方で、古川町及び神岡町市街地内の医療機関で受診された際に、
400円のタクシー助成券を交付（市民対象、希望者のみ）

市職員対象ノーマイカーデーの実施 毎週第4金曜日をノーマイカーデーとして定め、公共交通機関での通勤を推進

高校1日入学におけるバス無料券の配
布

高校通学でのバス利用を促進するため、中学3年生対象の高校1日入学において、バス無料券を配布

デマンドバスの中・高校生の運賃引き
下げ

令和4年4月1日より、中高生等のデマンドバス運賃を1乗車150円とし、市バス定期にて定期に準ずる区
間を乗車可能とする

デマンドバス中・高校生の回数券・定
期券の新設

令和７年４月１日より、中高生のデマンドバス利用について、回数券及び定期券を導入し利用しやすい
通学を推進。

デマンドバス金山循環線の運賃引き
下げ

令和７年４月より、デマンド金山循環線について、１乗車あたりの運賃を１００円に引き下げ利用促進を
図る。

白川村 路線バス関連運行事業
濃飛バス村内限定区間回数券販売
濃飛バスの村内回数券を村民に通常より割安で販売

飛騨市

高山市

下呂市
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